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ひとめず

▲江戸一目図｣可子風

遥鎧 蕊

岡
山
県
指
定

当
館
の
所
蔵
資
料
で
津
山
市
重
要
文
化
財
で
あ
っ
た
松
平
藩
文

書
（
愛
山
文
庫
）
の
う
ち
、
元
禄
～
明
治
初
期
の
津
山
藩
政
資
料
が
、

「
津
山
藩
松
平
家
文
書
」
の
名
称
で
岡
山
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
３
月
９
日
付
）
。

津
山
藩
松
平
家
伝
来
の
膨
大
な
資
料
群
は
、
津
山
城
跡
の
西
北
、

津
山
市
小
田
中
の
旧
松
平
家
倉
庫
に
長
く
保
管
さ
れ
、
昭
和
副
年

に
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
県
指

定
に
な
っ
た
の
は
、
藩
の
各
部
署
で
記
さ
れ
た
日
記
や
藩
士
の
奉

公
書
を
ま
と
め
た
勤
書
、
歴
代
藩
主
が
拝
領
し
た
将
軍
家
の
御
内

書
な
ど
、
総
数
５
，
３
９
９
件
７
‐
１
５
１
点
に
お
よ
ぶ
津
山
藩
の

藩
政
資
料
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
廃
藩
以
後
の
松
平
家
記
録
、
和
諜
・
漢
籍
の

版
本
・
写
本
類
な
ど
が
多
数
あ
り
、
全
体
と
し
て
江
戸
時
代
の
津

山
お
よ
び
美
作
地
域
を
研
究
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
資
料
群
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
県
指
定
に
よ
り
、
調
査
研
究
へ
の
活

用
機
会
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
資
料
価
値
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

平成１０年３月２４日指定

おおみやり<まげやりさやつき

▲大身槍熊毛槍革肖付平成１２年３月28日指定

Ｆ舌

昭
和
躯
年
（
１
９
５
０
）
に
勝
央
町
植
月
北
の
畑
地
で

発
見
。
県
内
で
最
古
の
形
式
に
属
し
、
同
じ
鋳
型
で
造

ら
れ
た
銅
鐸
が
、
島
根
県
加
茂
岩
倉
遺
跡
か
ら
出
土
し

て
い
ま
す
。

ほかにもあります

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
、
津
山
松
平
藩
の
御
用

く
わ
が
た
け
い
さ
い

絵
師
・
鍬
形
葱
斎
が
西
洋
画
法
を
採
り
入
れ
て

江
戸
の
全
貌
を
描
い
た
鳥
倣
図
の
扉
風
。
名
所
・

旧
跡
や
諸
大
名
の
藩
邸
の
ほ
か
、
江
戸
の
町
で

暮
ら
す
庶
民
の
姿
も
細
か
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。
５
月
に
開
業
す
る
東
京
ス
カ
イ
ッ
リ
ー
展

望
台
か
ら
の
眺
望
が
、
こ
の
絵
と
同
じ
視
点
に

な
る
た
め
、
世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

※
他
館
へ
の
貸
出
が
多
い
た
め
、
今
年
は
実
物

を
当
館
で
展
示
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
複
製

を
展
示
中
で
す
。

鞘
の
装
飾
に
熊
の
毛
を
用
い
た
槍
。
長
さ
は
約
３
ｍ
、

重
さ
は
約
妬
ｋ
ｇ
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
て
重
い
槍
は

珍
し
く
、
津
山
藩
松
平
家
の
行
列
の
目
印
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

HAKuBuTsuKANDAY○ＲＩ津博No.7２，
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▲袈裟裡文金同鐸平成３年４月５日指定
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た誤き

△玉置家文書昭和３１年７月４日指定

玉置家は、元文2年（1737）以降、津山城下町の

大年寄役を代々勤めました。家に伝来した城下の

町政に関する資料は1,044点にもおよび、津山城

下の動静をつかむのに不可欠な資料群です。

書』:ご識畷Ｉ!＃
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こし

△津山松平藩主所用輿平成23年４月26日指定
のりもの

△津山松平藩主所用乗物平成23年４月26日指定

津山松平藩主が用いた輿。諸大名の中でも、使用を許

されたのはわずか22家でした。将軍宣下など、藩主が

束帯を着用する特殊な場面で使われました。

津山松平藩主が用いた乗物。婚礼道具として大切に残

される女性用に対し、日常的に使う消耗品であった男
性用として珍しい残存例です。

▲牧山家文書（寄託資料）平成１４年９月26日指定

戦国時代、新野庄西中を本拠とした国人・中西家の古

文書。羽柴秀吉や毛利輝元など戦国武将の書状7通で、

江戸中期に絶家、縁戚・牧山家に伝わりました。当時

の美作の情勢を探るのに不可欠です。

▲牧家文書（寄託資料）平成14年９月26日指定

戦国時代、高野郷を本拠としていた国人・牧家の古文

書で、浦上宗景や黒田孝高らの戦国武将の書状8通と、

近世初期の村方文書1通です。当時の美作の国人領主の

動向がうかがえる重要な資料です。

蓬
Ｊ
Ｊ

沖
ふ
す
ソ
粥
か
”
趣

芯
。
〃
》
グ
一

略

津
山
市
指
定

▲津山景観図解風（寄託資料）平成１６年３月１９日指定
＝守亨訂

′

鍬形葱斎の作品で、津山城下の景観がほぼ実景どおり

に描かれています。左隻は春、右隻（写真）は秋の情

景です。江戸時代の津山を詳しく写実的に描いた唯一

の作品として貴重なものです。
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賎

一一

純

４月の初めから､当館のホームページのデザイ
ンを一新し、内容を大きくリニューアルしまし

た｡館の利用案内や主な収蔵資料の紹介のほ

か､特別展や講座､子供向けの体験教室など

の行事案内も、このホームページ上で公開し、

随時更新してまいります｡この機会にぜひ､新
しいホームページを「お気に入り」に登録して

いただき､定期的にチェックしてくださいます

よう、よろしくお願いいたします６

史 と

＃
Ｆ
画
一

平成23年11月30日～平成24年１月29日までミニ企画展｢お正月～

お正月と縁起物へＪと題しまして当館所蔵の資料からお正月にちなん
だものや縁起物を展示しました。

主な展示資料として､津山藩お抱え絵師の狩野如林､幸信の｢大黒

図｣鍬形薫斎の孫になる鍬形勝永の｢恵比寿･大黒図｣、恵比寿様の
土人形や昔の百人一首などを展示しました。

皆様にとっても､当館にとっても､よい一年になればと思いますも

|髄蝿靭畠鋤ロ交過

回地侭

回入蔑１１

回樫険銘侭・休納l：

回喋覚鐸輔ｔｌ

Ｄ測冊杓

回蕊珊【錘Ｚ

侭駕麗愚…!…
７恥Ｆ…＝鋤室 零
手＝五１９宣言

｢先生～､まだ？もうええ?」とあちこちから声が上が
り､溶けたガラスを鉄の棒に巻きつける作業では、「先

生～､こっち来で~'｡」の声が飛び交っていました｡器用

に作った子も､悪戦苦闘しながらなんとか作り上げた子
も､みんな出来上がったトンボ玉に大喜びでした。

博物館ではトンボ玉づくりの他に壱､勾玉づくりや土

器づくり､あるいは実物の火縄銃を用いての学習など、

博物館資料を利用した体験講座を実施していますも今後

も学校と連携を図り､子供たちに様々な体験を提供して
いきたいと思っていますも

ノ

に､注意事項を再度確認

して､トンボ玉づくりにチ

ャレンジで或

誰から作る？どんな色

を使う？どんな模様にす

る？としばらく悩んでい

た子供たち。ガラス棒を

バーナーで熱し始めると

唖$

謹蝿蕊綴
I軍窄毒弓竜回す

２２年度にひきつづき､２３年度も高田小学校6年生37名と

トンボ玉づくりを楽しみました｡この体験教室では､最初に

トンボ玉についての簡単な歴史を学習した後に､作り方を

実演しますも実演になると､子供たちは机の周りに集まり、

興味津々な様子で見ていま乱トンボ玉は､ガラス棒をバー

ナーの炎で熱し､溶けてきたところを鉄の棒に巻きつけて

丸い玉を作ります６巻きつけたガラス玉が冷めたら､鉄の

棒から外して完成で式火傷にはくれぐれも気をつけるよう

、

談
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画
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詫
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刊
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師
一
画
『
咽
１
１
酢

代
表
作
に
「
水
枕
が
ば
り
と
寒
い
海
が

あ
る
」
等
が
あ
り
俳
句
の
鬼
才
と
い
わ
れ

た
俳
人
西
東
三
鬼
（
現
在
の
津
山
市
南
新

座
出
身
一
九
○
○
年
～
一
九
六
二
年
）
で

す
が
、
遺
品
等
、
西
東
三
鬼
関
係
の
資
料

に
つ
い
て
郷
土
博
物
館
で
は
い
く
つ
か
所

蔵
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
の
硯
も
西
東
三
鬼
が
愛
用
し

て
い
た
遺
品
の
一
つ
で
、
硯
の
裏
側
を
見

て
み
る
と
「
一
等
賞
津
山
教
育
共
進
会
」

梶

ﾄﾛ

硯

西
東
三
鬼
遺
品
の
硯
一

Ｉ
産

奔

唇
７

西
負『
鍵
戸ヨ

」感

》
聖
。
一
坪 東

三
鬼
遣
ロ

■刃

,ゴ Ｌ
』

』
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と
彫
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
三
月
発
行
の
一
天
狼
』

と
い
う
俳
句
の
雑
誌
に
三
鬼
は
「
硯
ｌ
師

の
思
い
出
ｌ
」
と
い
う
題
で
こ
の
硯
に
ま

つ
わ
る
話
を
記
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
硯
は
小
学
校
の
時

の
初
恋
の
思
い
出
の
品
と
い
う
こ
と
で
、

相
手
は
小
学
校
二
年
生
の
時
の
担
任
の
先

生
で
し
た
。

そ
の
当
時
十
九
歳
位
の
年
令
で
ぽ
っ

■

＝▲

ロロ
１儲

‐
、
一
一
、

『

ｌ
‐ Ｉ

い
ま
し
た
が
、
三
鬼
は
幼
い
日
の
初
恋
の
思
い
出
の

品
を
ず
っ
と
手
元
に
置
い
て
使
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

篭露顕■－
の

& 雷 塞 角

迩
駒Ｆ

Ｐ
■

一
軍

。

。一麺

一
一

＝

洞塑霊
し 塾埜。

ｑ

明
慶

貴

議
画一 一一ー=画

ち
や
り
と
し
た
先
生
で
、
三

鬼
は
先
生
の
授
業
の
中
で

「
書
き
方
」
の
授
業
が
一
番

好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

そ
の
時
間
先
生
は
生
徒
一

人
一
人
を
後
ろ
か
ら
抱
く
よ

う
に
し
て
筆
の
持
ち
方
や
墨

の
含
ま
せ
方
を
教
え
て
く
れ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
時
の

様
子
を
三
鬼
は
「
私
は
今
日

悪
友
共
か
ら
、
三
鬼
老
と
呼

ば
れ
る
年
令
に
達
し
ま
し
た

が
、
し
か
し
、
只
今
、
こ
の

瞬
間
の
事
の
や
う
に
思
い
だ

し
ま
す
、
先
生
が
私
の
肩
越

し
に
、
筆
を
持
っ
た
私
の
右

手
を
、
え
く
ぼ
の
あ
る
先
生

の
手
で
握
ら
れ
た
事
を
。
私

の
耳
た
ぶ
に
、
先
生
の
優
し

い
鼻
息
が
か
す
か
に
触
れ
た

事
を
。
他
の
子
供
よ
り
長
い

間
、
そ
う
し
て
ゐ
て
下
さ
い

ま
し
た
事
を
。
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

こ
の
硯
は
そ
の
当
時
に
共

進
会
に
出
品
し
た
「
書
き
方
」

で
一
等
賞
を
と
っ
た
時
の
賞

品
な
の
で
す
が
、
実
は
そ
の

作
品
は
担
任
の
先
生
の
字
を

「
す
き
う
つ
し
」
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
暴
露
し
て
い
ま

す
。

こ
の
随
筆
を
書
い
た
当
時

は
す
で
に
五
十
歳
を
超
え
て

壱１
,忌

灘



記

一
、
初
雪
壱
万
三
千
枚

代
七
円
八
拾
銭

右
正
二
奉
一
一
受
取
一
候
也

十
七
年
五
月
廿
五
日
八
木
熊
助
⑳

愛
山御

用

小

「
初
雪
」
と
は
？

ま
ず
、
「
初
雪
」
と
い
う
和
菓
子
が
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

「
初
雪
」
は
、
砂
糖
が
少
し
入
っ
た
餅

を
切
り
分
け
て
薄
く
延
ば
し
、
乾
燥
さ
せ

た
干
菓
子
で
す
（
写
真
１
）
。
そ
の
ま
ま

食
べ
る
の
で
は
な
く
、
火
で
あ
ぶ
り
、
キ

ツ
ネ
色
に
ふ
っ
く
ら
と
膨
ら
ま
せ
一
、
冷
ま

蕊
も
と
と
の
さ
ま

元
殿
様
ｖ
／
）
銘
菓
「
初
雪
」

＝鶴
常

噌

、《

●
１
凸
吊
ｒ
処
、

器
》
緬
鐙
．
．

I律Ｌ

蕊 翰
需霊 型

一

写真１津山銘菓｢初雪」

し
て
か
ら
食
べ
ま
す
。
サ
ク
ッ
と
し
た
軽

い
歯
ざ
わ
り
で
、
す
ぐ
に
口
の
中
で
と
け

た
後
、
ほ
ん
の
り
と
上
品
な
甘
さ
が
広
が

る
、
素
朴
な
味
わ
い
の
お
菓
子
で
、
そ
の

食
感
を
、
は
か
な
く
消
え
る
初
雪
に
例
え

た
命
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
隠
岐
へ
流
さ
れ
る

途
中
の
後
醍
醐
天
皇
に
、
里
の
老
婆
が
献

上
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
ほ
か
、
津
山

藩
で
も
戦
時
の
食
糧
と
し
て
蓄
え
て
い
た

と
言
わ
れ
、
津
山
の
名
産
と
し
て
長
く
愛

好
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
前
に
は
、
三
十

軒
以
上
の
店
で
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
わ
ず
か
一
店
舗
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

初
雪
代
金
領
収
書

そ
の
よ
う
な
古
い
歴
史
を
持
つ
津
山
銘

菓
の
「
初
雪
」
で
す
が
、
旧
津
山
藩
主
松

平
家
の
近
代
以
降
の
資
料
の
中
か
ら
、
購

入
代
金
の
領
収
書
（
写
真
２
）
が
見
付
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
左
の
と
お
り

で
す
。

１
１
国
網
令
咽
園
矧
詞
刀
珂
．

は
じ
め
に

皆
さ
ん
は
津
山
銘
菓
と
い
う
と
、
何
を

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？
市
内
の
各

店
舗
で
多
様
な
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
答
え
は
十
人
十
色
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
和
菓
子
「
初
雪
」
に

ま
つ
わ
る
資
料
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

巳一

島
徹

写真２初雪代金領収書

こ
れ
を
見
る
と
、
一
三
‘
○
○
○
枚
と

い
う
膨
大
な
通
の
購
入
で
、
そ
の
代
金
が

当
時
の
金
額
で
七
円
八
十
銭
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
一
枚
の
単
価
が
○
・
六
厘

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
（
一
円
Ⅱ
一
○

○
銭
、
一
銭
Ⅱ
一
○
厘
）
。
ち
な
み
に
、

現
在
で
は
バ
ラ
の
二
枚
入
り
一
袋
が
一
八

○
円
、
十
四
枚
入
り
一
箱
が
一
，
○
五
○

円
で
す
か
ら
、
単
価
は
七
十
五
～
九
十
円

で
す
。Ｈ

付
に
は
年
号
が
欠
け
て
い
ま
す
が
、

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五
月
二
十
五

日
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
差
出
人
の
八

木
熊
助
は
、
当
時
の
津
山
に
多
数
あ
っ
た

「
初
雪
」
製
造
販
売
店
の
店
主
の
一
人
で
、

諸
国
に
売
り
広
め
て
名
声
を
博
し
た
ほ

か
、
夫
婦
と
も
に
親
孝
行
で
あ
る
と
し
て

明
治
二
十
二
年
八
月
に
岡
山
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
（
近
藤
鼎
著
『
近
世

岡
山
県
孝
節
録
初
篇
』
参
照
）
。

宛
所
の
「
愛
山
御
用
」
は
、
今
の
津
山

ーー

ー

項
１
日
Ｉ

１
．
．
１
‐
ｑ
ｑ
０
０
ｄ
、
．
Ｈ
ｒ
Ｌ
ｆ
ｌ
卜
偵
．

購
入
の
目
的
は
？

こ
の
よ
う
に
大
量
の
「
初
雪
」
を
、
い
っ

た
い
何
の
た
め
に
購
入
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？
謎
を
解
く
手
掛
か
り
は
、
領
収
書
の

日
付
に
あ
り
ま
す
。

明
治
十
七
年
五
月
に
、
松
平
家
に
と
っ

て
大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
・
そ
れ
は
、

旧
藩
主
・
松
平
確
堂
（
写
真
４
）
が
墓
参

の
た
め
津
山
に
来
て
い
た
の
で
す
。
当
時

七
十
一
歳
の
確
堂
に
と
っ
て
は
、
慶
応
元

年
（
一
八
六
五
）
三
月
に
離
れ
て
以
来
、

実
に
十
九
年
ぶ
り
の
津
山
入
り
で
し
た
。

松
平
家
津
山
事
務
所
の
日
記
（
写
真
５
）

を
基
に
、
そ
の
時
の
旅
程
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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市
小
田
中
の
地
蔵
院
の
隣
に
あ
っ
た
、
松

・
平
家
の
津
山
事
務
所
も
し
く
は
松
平
家
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
、

地
蔵
院
の
周
辺
を
「
愛
山
」
と
呼
び
習
わ

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
３
）
。

⑥

写真３「愛山｣にある松平家墓所

霞
'1‘

！Ⅶ
Ｚ

茜.実？‘＃ l錘藩§！

爵
ﾛ零台

哲
洋



そ
の
枚
数
の
多
さ
か
ら
、
購
入
目
的
に

つ
い
て
は
、
次
の
二
通
り
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
碓
堂
が
津
山
の

旧
臣
や
関
係
者
ら
に
別
れ
の
印
と
し
て
配

る
目
的
。
も
う
一
つ
は
、
確
堂
が
東
京
に

帰
っ
て
か
ら
、
知
人
に
津
山
土
産
と
し
て

配
る
目
的
で
す
。
た
だ
、
前
者
に
つ
い
て

は
、
十
五
～
十
七
日
の
対
面
時
に
酒
肴
や

金
銭
を
与
え
て
い
る
の
に
、
地
元
の
品
を

さ
ら
に
配
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が

生
じ
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
後
者
の
東
京

で
知
人
に
配
る
と
い
う
目
的
の
方
が
、
自

然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
顔
の
広
い
確

堂
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
量
に
必
要
だ
っ

た
と
い
う
事
情
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
き

ま
す
。そ

し
て
、
「
初
雪
」
が
選
ば
れ
た
理
由

で
す
が
、
そ
れ
は
長
期
保
存
で
き
る
こ
と

と
軽
い
こ
と
、
こ
の
二
点
に
尽
き
る
で

し
ょ
う
。
東
京
ま
で
の
運
搬
を
ど
う
し
た

の
か
、
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
わ
か

製塗顎需且

４
／
釦
東
京
出
発
。
随
行
者
”
家
令
・

中
沢
広
江
、
家
従
・
石
川
章
二
、
渡
辺

須
磨
（
明
治
期
の
松
平
家
当
主
の
康
倫
・

康
氏
の
生
母
）
家
丁
一
人
。

５
／
Ⅲ
昼
過
ぎ
に
津
山
到
着
。
愛
山
の

と
う
と
・
可
も
人

宕
々
庵
を
宿
所
と
す
る
。

５
／
皿
夕
方
、
な
じ
み
の
旧
臣
十
八
人

を
招
き
小
宴
。

５
／
四
愛
山
東
照
宮
で
の
祭
典
に
臨
席
。

５
／
週
泰
安
寺
で
法
事
・
墓
参
。

５
／
巧
泰
安
寺
で
旧
臣
（
元
士
族
）
三

八
八
人
と
対
面
、
酒
肴
の
ほ
か
子
弟
の

学
資
補
助
金
五
○
○
円
を
与
え
る
。
そ

の
後
、
中
山
神
社
に
参
詣
、
帰
り
に
衆

楽
園
に
立
ち
寄
る
。

５
／
恥
泰
安
寺
で
旧
臣
（
元
卒
族
）
三

五
四
人
と
対
面
。

５
／
Ⅳ
泰
安
寺
で
元
大
庄
屋
・
御
用
商

人
ら
七
十
五
人
と
対
面
。
徳
守
神
社
・

千
代
稲
荷
神
社
・
鶴
山
八
幡
宮
に
参
詣
。

５
／
魁
夕
方
、
元
女
中
ら
六
人
を
招
き

小
宴
。

５
／
四
岡
山
県
令
宛
の
衆
楽
園
保
存
願

書
を
提
出
。
夕
方
、
旧
臣
十
二
人
を
招

き
小
宴
。亘

ー

一
畳

５
／
別
鶴
山
小
学
校
を
訪
問
、
授
業
・

体
操
を
見
物
し
、
筆
墨
を
寄
付
。
地
蔵

院
で
七
十
歳
以
上
の
旧
臣
男
女
六
十
人

と
対
面
。

５
／
皿
作
楽
神
社
・
高
野
神
社
に
参
詣
。

高
野
神
社
に
て
旧
臣
一
同
の
接
待
を
受

け
る
。

５
／
躯
旧
家
老
が
士
族
を
代
表
し
て
御

礼
に
来
訪
。
津
山
城
跡
に
登
る
。

伝
統
工
芸
の
職
人
を
見
物
。

５
／
羽
日
程
が
合
わ
ず
訪
問
で
き
な
い

時
習
・
成
器
・
日
新
の
各
小
学
校
に
筆

墨
紙
を
寄
付
。

５
／
型
夕
方
、
旧
臣
数
人
と
別
れ
の
宴
。

５
／
妬
事
務
所
員
ら
と
別
れ
の
杯
を
済

ま
せ
、
午
前
七
時
出
発
。
船
で
吉
井
川

を
下
る
。

※
津
山
滞
在
中
、
外
出
し
な
い
日
は
、

愛
山
の
宝
蔵
内
の
道
具
類
を
調
査
。

帰
途
は
、
名
所
見
物
を
し
な
が
ら
東
海

道
を
進
む
。
途
中
、
熱
海
で
一
週
間
ほ

ど
保
養
。

６
／
虹
午
後
、
東
京
帰
着
。

写真４１日津山藩主･松平確堂

（写真は個人蔵）

約
半
月
の
滞
在
中
、
碓
堂
は

墓
参
だ
け
で
な
く
、
旧
臣
と
の

対
面
や
社
寺
参
詣
、
小
学
校
見

物
な
ど
、
か
な
り
多
忙
な
日
程

を
送
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

そ
し
て
、
先
ほ
ど
の
領
収
書

の
日
付
、
五
月
二
十
五
日
は
津

山
出
発
の
日
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
日
に
、
松
平
家
の
御
用
で

購
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

確
堂
の
墓
参
と
無
関
係
と
は
考

え
に
く
い
で
し
ょ
う
。

品
■

ＴｈＬ

一
小
．
祁
弓
勤
匪
７
１
誘
亨
勇
酋
ｎ
ｋ
鰹
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r一一ー

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ
東
海

道
に
鉄
道
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
津
山
・

詞
東
京
間
の
移
動
に
は
十
日
程
度
の
日
数
が

諦
掛
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
日
持
ち
の

務
し
な
い
品
物
は
論
外
で
す
し
、
重
い
も
の

蝉
は
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。
逆
に
考
え
れ
ば
、

津
軽
い
か
ら
こ
そ
一
一
一
一
，
○
○
○
枚
も
の
大

酎
蜂
量
購
入
が
可
能
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

端
耗
む
す
び

つ
ま
り
、
こ
の
領
収
書
は
、
明
治
十
七

蓬
年
に
墓
参
の
た
め
津
山
に
来
た
松
平
確
堂

写
が
、
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
津
山
土
産
と
し

て
配
る
た
め
に
「
初
雪
」
一
三
，
○
○
○

枚
を
購
入
し
た
時
の
も
の
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

に
こ
の
領
収
書
は
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
で

考
見
付
か
っ
た
も
の
で
す
が
、
津
山
藩
主
や

の
藩
士
が
贈
答
の
品
物
に
何
を
選
ん
だ
か
、

配
と
い
う
観
点
で
資
料
を
調
べ
れ
ば
、
類
例

に
を
発
見
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す

て
な
わ
ち
、
以
前
か
ら
「
初
雪
」
を
贈
答
に

て
使
う
慣
習
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

や
ん
。

を
ま
た
、
大
量
注
文
を
受
け
た
八
木
で
す

が
が
、
数
あ
る
店
舗
の
中
で
彼
の
店
が
選
ば

京
れ
た
理
由
を
考
え
る
と
、
親
孝
行
で
表
彰

目
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
柄
と
い
う
こ
と
で
、
商

碓
品
の
品
質
と
も
ど
も
評
判
が
高
か
っ
た
の

っ
で
し
ょ
う
。
松
平
家
と
そ
の
周
囲
の
人
々

き
か
ら
「
初
雪
を
買
う
な
ら
こ
こ
」
と
い
う

信
頼
を
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

田
か
っ
て
の
お
殿
さ
ま
も
賞
味
し
、
贈
答

と
に
使
っ
た
「
初
雪
」
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
食
し
て
み
れ
ば
、

た
ま
た
格
別
の
味
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
か
も

か
知
れ
ま
せ
ん
。

『5６

勤
勺
～

鰯
島

‘
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典博物館だより津博'1.72平成2州,日
函■■圃博物館入館案内■■、Ｌ

●開館時間：午前９：００～午後５：００

④体館日：毎週月曜日・祝日の翌日
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●入館料：一般200円（160円）
高校・大学生150円（120円）
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ﾛﾛ画画ﾛ＜平成24年度）

ｉ畷３１屋孟
：園特別展
：「絵図に描かれた江ｉ
：会期１０/6(土)～１

：会場当館3階展虎

ｉ６２３函
：■特別展図録｢絵図Ｉ

江Ｆ

：■｢津山松平藩町奉イ
：■｢津山郷土博物館ｆ
ロ■｢津山郷士博物館ｉ

ｉ腫謹砺動
：■津山郷士博物館だ

■
■
■
■
画
■
・
■
日
・
■
一
■
■
・
■
・
ど
】
■
・
■
■
・
■
・
■
目
■
■
画
■
・
■
■
』
■
・
■
■
・
■
・
・
■
画
■
・
■
』
■
・
■
一
■
■
・
■
』
■
・
■
■
目
■
』
■
■
一

一
一
Ｊ
朴
恥
薫
細
談
姻
仙
参
油

~~１１，

典は津山松平蓋の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっている。

刺『三薪当ゴワ》宙画
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園特別展 ■古文書講座｢美作の古文書をよむ」：
「絵図に描かれた江戸時代の村(仮)」５/１７(木)･6/21(木)･7/19(木)･9/20(木)．：
会期１０/6(土)～11/18(日）．１０/18(木)･11/15(木)･1/17(木)･2/21(木)＆

塾嗣”溌磐朋議ｉ
会場当館3階展示室

■特別展図録｢絵図に描かれた ７/25(水)･8/16（木）全２回｛

■｢津山松平藩町窯言野邑哩捌喜「ｶﾙﾒ焼きをつくろうM7（金）ｉ
■｢津山郷土博物館年報」（平成23年度)の刊行「勾玉をつくろう｣７/31(火)･8/1（水）Ｉ
■｢津山郷士博物館研究紀要｣の刊行「ﾄﾝポ玉をつくろう」８/7(火)･8/8(水)｜

固●。’廷ジ轡ｉ顔猛動
■津山郷士博物館だより「津博｣の刊行園文化財めぐり（友の会）

５/26(土)･9/22(土)･'１/１０(士)･3/16(士）

ざ1

※（）は30人以上の団体

な
可
型【鳩異動平成24年４月'日付

翻馴回国圃囲固四
◆『津山松平藩町奉行日記』（二十）

（博物館紀要第26号）￥８００

今回は三和2年(1802)の日記の翻刻です｡これで全94冊のうち
32冊(全体の約3分の1)の翻刻が終３しました。
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主 任(学芸員）乾康二

↓

津山洋学資料館主任へ

主 任(学芸員）小島徹

↑

津山洋学資料館主任より

主事(学芸員）杉井万里子
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③転入

③新採用


